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私たちの水俣市は 、 20世紀後半 、 高度経済成長を遂げたわが国

にあ っ て 、 ある意味 、 その犠牲とな っ てきま した 。 経済的豊かさ 、

利便性 、 効率性 、 快適さのみを追求 した国策の陰で 、 水俣病が発

生 し 、 尊い命と健康が奪われ 、 貴重な環境が破壊されて しま っ た

からです 。

1 956年に水俣病が公式に確認されてから 、 半世紀が経過 しま し

たが患者救済問題については未だ全面解決には至ってお り ません 。

こ のよ う な大きな課題を持つ水俣だから こそ 、 日本中の どこ よ

り も 、 環境に徹底的にこだわ っ たまち づ く り を進めてい く 必要が

あ り ます 。

ま た 、 一定地域の公害問題から 出発 し た環境問題につ いて は 、

地球環境問題･ 地球温暖化と いう こ と ばが示すよ う に 、 いまや地

球規模にまで広がっ ています 。 したが っ て 、 これから環境施策を進めてい く には 、 水俣の持つ地域の

特性を反映しながら 、 こ の地で生活する人々 の生活をいかに豊かに し 、 環境を どのよう に して守 っ て

い く のかを念頭に置きながら も 、 グロ ーバルな視点で環境を と らえる こ とが求められてきます 。

ま さに 、 ｢地球規模で考え 、 地域で行動｣ してい く 必要があ り ます 。 これは 、 私たち一人ひと り の

環境行動の積み重ねが 、 地球規模での環境問題の解決に結びついてい く と考えるから です 。 そ う した

意味で r第 2 次水俣市環境基本計画｣ においては 、 地域環境と地球環境に関する施策との統合をいか

に して図 ってい く かが 、 重要になっ て く る と考えます 。

いずれに しま しても 、 環境を切 り 口 とする まちづ く り を展開 してい く ための重要な考え方は r持続

可能な発展 ( サステイ ナブル ･ デ ィ ベロ ッ プメ ン ト ) ｣ を追求 してい く こ と です 。 経済 と環境は決 し

て相反する ものではな く 、 共存可能な概念であ り ます 。 環境保全に配慮 しない社会は短期的には利益

を上げるかも しれませんが 、 長期的に見る と利益を上げる こ と はできません 。 これは水俣病の体験か

ら も明らかです 。 科学技術と経済成長による物質主義から 、 私たちの価値観を大胆に転換 していかな

ければな り ません 。 た と えば 、 車よ り 自転車のほう が体によい 、 モ ノ を持たないほう が管理を しな く

て便利だ 、 と いう考え方を持ってみてはどうで し ょ うが。

, 国が策定 した新環境基本計画には目標と して 、 ｢循環｣ ･ ｢共生｣ ･ ｢参加｣ ･ ｢国際的取組｣ の

4 項目が掲げられています 。 これは 、 ｢循環｣ ･ r共生｣ の考えに基づく社会経済システムと社会基

盤の形成を目指し 、 そのために ｢参加｣ を求め 、 地球規模での取組みの重要性を鑑みて 、 ｢国際的取組｣

を進める と いう ものです 。 r国際的取組｣ を ｢環境面における国際貢献 ( 地域外への情報発信 ) ｣ と

置き換えるなら ば 、 本市がこれまで一貫 して取 り組んでまい り ま した環境モデル都市づく り の方向性

と一致します。

中でも 、 今回は 、 ｢環境首都まち づ く り ｣ を地域全体で推進してい く と い う視点に立ち 、 ｢環境基

本計画｣ の策定段階から 、 可能な限 り多 く の市民の皆様に御参加いただきま した 。

多 く の方の参加によ っ てつ く られたこの計画は 、 必ず愛着や関心 、 責任感に満ち溢れたものにな っ

ている と思います 。 よ り 多 く の方々 に 、 地域環境ひいて は地球環境に対する 関心を持 っ て いただき 、

住民参加の経験を積んでもら う こ と によ り 、 本計画に基づく ｢環境首都まちづ く り ｣ が速成できる と

考えます 。 計画の策定は完ア しま したが 、 ｢環境首都まち づ く り ｣ に向けた行動はいままさに緒に就

いたと ころです 。

今後も市民の皆様の主体的な実践をお願いいた します 。

2008年1 1 月

水俣市長 富 本 勝 彬
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2007年度 、 水俣では 、 地域の有する特性を活かした地域経営の 1 つ と して 、 ｢環境首都ま

ちづく り ｣ に着手しま した 。

これは 、 こ こ に住む誰もが 、 日本一環境に配慮した暮ら しを営むこ と によ り 、 環境面にお

いては r首都｣ と呼ばれる く ら いの 、 まちを築いていこう とする取 り組みです。

自然環境にできる 限 り 負荷をかけず 、 保全を図 り ながら 、 私たちの生活をいかに豊かに し

てい く かを追求する取 り組みでもあ り ます 。

こ のようなまちづ く り を進める ための将来ビジ ョ ンを描く こ とを目的 と して 、 ますプラ ン

を作成する こ とにな り ま した 。

今回 、 そのプラン と して 、 また本市の環境施策の根本となる計画と して 、 ｢第 2 次水俣市

環境基本計画｣ を策定 しま した 。 こ こではまず 、 r どんな環境で暮ら したいのかJ r どんな

環境を築く のか｣ と いう問いの 、 ｢環境｣ と いう こ と ばをい っ たん rまち ｣ に置き換えてス

ター ト しま した 。

今回の計画の策定には 、 多 く の市民 、 市職員等が参画 しま したが 、 ‐ ます一人ひと り がこの

テーマに関する考えを文章に しま した 。 各人が自 ら の考えを明らかに して目的意識を抱 く よ

う にな っ た後 、 5 つのグループに分かれ 、 議論を重ねていきま した 。 その中で互いの人格を

認め 、 考えや意見の違いをわか り あおう と し 、 調整を図 り 、 想いを共有してい く こ と によ り 、

徐々 に r計画｣ と しての形を成すよう にな り ま した 。

手づ く り で策定 した ｢計画｣ は 、 市民の ｢愛着｣ と r何 と か しなければ｣ と いう想いが込

められたものになっ ています 。 環境首都まち づ く り の取 り 組みは 、 環境を切 り 口 と したまち

づ く り 、 住民自治そのもの となっ てい く 可能性を秘めています 。

このよ う なこ と を踏まえたう えで 、 今回の ｢環境基本計画｣ に基づき 、 ｢環境首都まちづ

く り ｣ の概念をよ り本質的なものへ高め 、 実践を重ねていく こ と と します 。

一方で ｢環境基本計画｣ は 、 水俣市環境基本条例で定める ｢ よ り よい環境づく り のための

理念を実現していく ため｣ の 、 基本 となる計画です。

環境基本条例に定める理念は以下の とお り です 。

･ わた く したち市民は 、 健康で文化的な生活を確保する と と もに 、 循環する 自然の生態系

に配慮しながら 、 経済の発展が自然環境と調和 し適正に維持され持続する こ とが可能な

社会を築いていかなければならない 。 ( 前文 )

･ ( 自然環境の継承 )

わた く したち は 、 良好な環境の確保は多様な生命の生存が自然の生態系の微妙な均衡の

下に成 り立つ有限な自然環境の基盤とする ものである こ と及び自然環境が健康で文化的

な生活に欠 く こ とのできないものである こ とから 、 市民共有の生命基盤と して次の世代

にこれを継承してい く こ とができる よ う努める ものとする 。 ( 第 2 条 )

･ ( 自然環境と調和し持続可能な社会の構築 )

わた く したち は 、 良好な環境の確保は人の活動が環境に影響を及ぼしつつ行われている

ものである こ とから 、 自然環境に配慮しながら 、 健康で文化的な生活を確保し 、 経済の

発展が自然環境と調和 し適正に維持され持続する こ とが可能な社会を築いてい く こ と に

努める ものとする 。 ( 第 3 条 )
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鷺 計鬮簾舵篝翻
この計画は、 環境首都まちづく り を進めるためのプラン と して位置づけられます。

そ こで 、 環境首都まちづく り を推進するための組織を2007年10月 に発足させ 、 実効性のあ

る協働作業を目指すこ と と しま した 。
　 　

市民 ･ 企業 ･ 行政等多様な主体によるパー ト ナーシ ッ プを築き 、 環境をキー ワー ド と した

まち づ く り について話 し合いを重ねる こ と によ っ て 、 地域の持つ課題を明らかに し自 らの力

で解決していく r 自治｣ を進めていく こ とを究極の目的 と しています 。

したが っ て 、 今回の市民参加による計画づく り を通 じて 、 出会い ･ 交流 ･ 相互理解 ･ ネ ッ

ト ワ ープう く り と い っ たソーシャ ル ･ キ ャ ピタル ( 社会関係資本 ) を構築し 、 今後市民と行
政による協働のまちづ く り を推進していく原動となる地域力の醸成を強く意図 しています。

具体的には 、 ①市民主体の環境首都まちづ く り 委員会 ( 公募委員 3 人を含む 1 5人の委員で

構成 ) と 同市民会議 ( 関心のある市民が自由参加 ) 、 ②市職員によ る環境首都まちづ く り 推

進会議 ( 市長 ･ 副市長 ･ 関係課長等で構成 〕 と 同研究会 ( 関係課職員 ) によ っ て検討を行い 、

必要に応じて連携を確保し課題の共有に努めま した 。

中でも 、 環境首都まちづく り市民会議は 、 ｢組織｣ ではなく ｢場｣ と して位置づけま した 。

会議の開催を広報紙等で周知 し 、 環境やまちづ く り に関心を持つ市民が自由に築い 、 ワ ー ク
3)

シ ョ ッ プ形式で対話や議論を行い 、 合意形成を図る ｢場｣ と な り ま した 。 こ こ は 、 ま さ に環

境をテーマ とする ｢生涯学習の場｣ と いう こ とができます。

鬘 計薑嫌舵⑭背景
本市では、 1992年に ｢環境モデル都市づく り宣言｣ を行い 、 93年に環境基本条例を制定す

る と と もに 、 96年に r環境基本計画｣ ( 計画期間 等0年間 、 以下 、 第 1 次環境基本計画 ) を

策定 し 、 水俣病の経験と誠訓を生か し環境モデル都市の実現を目指 して 、 様々な取 り組みを 、

市民と行政の協働で進めてきま した 。

これら 鰍一定の成票を収める と と もに 、 市民は自 ら の地域に大きな自信を持ち 、 さ ら には
4)

エコ タ ウ ン計画の承認や国内外から の硯寮 ･ 研修の受け入れにつながるな ど 、 経済的効果を

含め 、 広し、意味で地域活性化に結びつきま した 。

しめ、 しながら 、 現在もなお 、 水俣病問題は全面解決に至っ ておら ず 、 世界では水俣病と 同

様の問題が繰り返されています 。

また 、 全国から高い評価を受ける よ う にな っ た ｢環境モデル都市｣ づ く り に関する取 り 組

みによ っ て 、 市民の環境意識は確実に向上している と思われますが 、 それを地球規模での環

境保全に結びつける までには至っ ておらず 、 エコ タ ウン計画に基づ く 環境産業の創出も 、 豊

かな暮ら しづ く り を実感できる までには違していません。

そこ で 、 r第 1 次環境基本計画｣ の残された課題を整理 し見直すと と もに 、 急激に変動す

る詐穆の社会情勢等を踏まえ 、 現在の地域の実情に合致した環境施策を市民の主体的な参画

によ り構築し 、 それを実議してい く ために 、 r第 2 次環境基本計画｣を策定 します。
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計画の基本的視座については 、 以下のとお り と します。

の 第 1 次環境基本計画を策定 した後の社会情勢の変化を把握し 、 今後対応すべき新たな

課題 ･ 視点 ･ 要素などを明らかにする 。

(2) 計画策定段階から住民参加の機会を確保し 、 実践 ･ 進捗管理においても継続する 。

(3) 計画の実効性を高め 、 効果的な推進を目指すために 、 推進体制やマネジメ ン ト の仕組

み等 、 計画の実行を支えるシステムを構築する 。

(4) 具体的な取 り組みの内容を踏まえ 、 その成果や課題を点検 し 、 結果等に関する情報を

積極的に公開する 。

騨勿 計画の位置づけ
5)

本計画は ｢第 4 次水俣市総合計画｣ の基本構想 ( エコポ リ スみなまた構想 ) に掲げる将来

都市像である ｢エコボ リ ス~人 ･ 環境 ･ 経済がもやい輝く まち~｣ を実現するための 、 環境

面における部門計画と して位置付け 、 今後の環境施策の基本的方向を示すもの と します 。

また 、 本計画を 、 環境基本条例第 5 条第 2 項に基づく ｢良好な環境を確保する ための基本

となる計画｣ と します。

したが っ て 、 本市における環境に関する個別計画 ･ 各種事業計画の策定 、 実施に当た っ て

は 、 本計画との整合性が求められます 。

榊 計鬮⑭霜無地鰔と対象と漸る環境嚢蘂
本計画の対象地域は水俣市全域を対象 と しますが 、 環境問題は広い範囲で相互に影響し合

っ ている ため 、 周辺地域や地球規模での環境も考慮する こ と と します 。

本計画の対象 とする環境要素は 、 自然的環境を中心に 、 社会的環境等を含む総体的なもの

と します 。

　　　 　　　　　
本計画の期間は 、 上位計画となる本市総合計画との整合性 、 有機的な連携を確保するために 、

総合計画の計画期間を考慮 し 、 1 3年間 ( 盆007~20 1 9年度 ) と します 。

また 、 20総年度に中間見直しを行い 、 後期 6 年間の数値目標を高度検討する こ と と します 。
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鷲 第 籠 次環境薹奉謝鬮⑲威票と残薄れた諜讓
本計画の推進に当た っ ては 、 1 996年に策定された第 1 次環境基本計画の趣旨を引 き継いで

いく と と もに 、 残された課題に対処していく こ とが必要と されます 。

そこ で 、 こ こでは 、 第 l 次環境基本計画の成果と残された課題を改めて 、 明らかにする こ

と と します 。

圓 成 果 6 )
･ I S O 1 4 0 0 1 の認証取得 、 その後の水俣市環境管理システムの構築と運用 、 さ ら に 、

家庭版 ･ 学校版環境 I S O等 、 市民向けオ リ ジナル環境 I S O の普及 、 ごみ減量に関す

る取 り 組み ( ごみ減量女性連絡会議 ) 、 環境にいいものづ く り をする人や環境に配慮 し

た商業活動を行う店舗の顕彰制度 ( 環境マイ スタ ー 、 エコ シ ヨ ツ ブ ) の創設な どによ り 、

市民 ･ 行政による様々 な形態の環境行動が実践された 。

･ 環境テク ノ センタ ーの開設 、 エコ タ ウ ン計画の承認な ど環境産業の創造に向けた新たな

取 り組みが促進された 。

･ 本市の環境施策による』連の成果は 、 2000年の環境自治体会議…水俣会議において広く

公開され 、 全国から高い評価を受けた 。

. 2ooo年から 、 J I C A研修事業の受け入れによる環境面における国際貢献が始ま り 、 国
タトから多数の視察 ･ 研修者が訪れる よう にな った 。

･ 200 1年 r環境汚染物質と しての水銀に関する国際会議｣ 、 2002年 ｢ こ ども国連環境会

議｣ 、 2003年 ｢牛乳パッ クの再利用を考える全国大会｣ 、 2005年 ｢全国エコ タ ウ ンサ

ミ ッ ト ｣ 、 2006年 r世界十字路会議｣ 等 、 国際規模 ･ 全国規模の会議が開催された 。

･ 2002年 5 月 から熊本県内の小学 5 年生を対象とする ｢ こ どもエコセ ミナー ｣ を受け入れ

る篭 、 水俣病問題の普及 ･ 啓発が進んだ。

鬮 残された課題

･ 水俣病問題の解決

･ オ リ ジナル環境 I S 0 ( 家庭版等 ) の見直し と充実

･ 住民の主体的参加の推進 ( 計画策定~活動~進捗管理への参加 )

･ 産業廃棄物処分場建設問題

･ 地域の環境保全を図るための地域住民の合意形成

･ 事業者の経済活動における環境保全行動の位置付けの明確化

･ 環境 ･ 産業 ･ 生活を結びつける こ と によ る新たな価値の創造

･ 地球温暖化防止への貢献

･ 環境を根底とする新たな文化づ く り と教育の推進



鷲 計画⑭圓瘡す方向性
これまで 、 述べてきたこ と を踏まえて 、 本計画の目指す方向性を示す と以下のよう にな り

ます 。

･ 水俣病の経験に学び、 その犠牲を無駄に しない ( 失敗に学び、 悲劇だけで終わらせない )

まちづく り を進める 。
8)

･ 全国 1 2の N G O によ っ て構成される r環境首都コ ンテス ト全国ネッ ト ワ ーク J による r環境

首都Jの称号獲得と 、 世界に認められる r環境モデル都市Jづ く り を目指す 。

･ 第 1 次環境基本計画 ( 1 996~2005年度 ) の成果を引 き鰹き 、 残された課題解決に取 り

組む 。

･ 住民自 ら が主体的に考え実践する地域の環境保全活動によ っ て 、 全市的に暮ら しやすい
つい すみか

まちづ く り 、 終の棲家づく り を推進する 。 また 、 そのための情報公開を徹底する 。

･ 環境配慮型の取り組みが 、 地域の元気づく り ○舌性化 ) や産業振興 ( 経済効果 ) 等 、 様々

な面において波及効果を及ぼす仕組みをつ く る 。

･ 計画の進行管理に 、 環境管理システムの手法の導入を図る 。

　 　　　　　
計画の構成と しては 、 序 r計画の基本事項｣ 、 第 1 章 ｢世界の中の水俣｣ 、 第 2 章 ｢環境

まちづ く り 行動計画｣ 、 第 3 章 ｢環境まちづく り基本計画｣ 、 第 4 章 ｢協働を支えるために｣

と しま した 。

序の ｢計画の基本事項｣ では 、 本計画の概要を明らかにする ために 、 趣旨 、 策定体制 、 背景 、

基本的視座 、 位置づけ 、 対象 、 期間 、 第 1 次環境基本計画の成果と課題 、 目指すべき方向性

を示 しま した 。

第 1 章の r世界の中の水俣｣ では 、 水俣市の概要について述べた後 、 昨今大きな問題となっ

ている地球規模での環境に目を向け 、 水俣の果たす役割について考えます 。

第 2 章の ｢環境まちづ く り 行動計画｣ では 、 市民や市職員による検討結果の内容を反映 し

たう えで 、 水俣に と っ て現時点で求められている環境まちづ く り施策を明らかに します 。 第

2 次環境基本計画の リ ーデ ィ ングプロジ ェ ク ト ( 重要施策 ) と して位置付け 、 その目的 、 数

値目標、 内容 、 手法 、 取 り組み主体をよ り具体的に記し 、 実効性を確保していきます。

第 3 章は 、 ｢環境まちづ く り 基本計画｣ と位置付け 、 第 2 章 と同様に 、 これまで積み重ね

てきた市民や市職員の検討の中から導き出された環境施策を ｢も っ たいない｣ ･ rエコ ビジ

ネス｣ ◆ ｢環境まちづく り ｣ ･ rエコ生活｣ ･ r環境教育｣ の 5 つに分類しま した 。

そ して 、 20 篝 9年度の水俣の環境像 、 ある いは都市像 ･ ライ フ スタイ ルを描きながら事業の

重要度、 実施時期 、 期間 、 主体 、 パー ト ナーシ ッ プの形成、 目標値を設定する こ と と しま した 。
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第 4 章は 、 r協働を支える ために｣ 、 今回特に多 く の市民と市職員の参画によ っ て環境首

都まちづく りの方向性を決めていきま したが、 その体制等を記しています。







　 　　　　　　
水俣市は熊本県の最南端に位置し 、 南は鹿児島県出水市と伊佐市に接 し 、 面積は162 . 88km 、

人口は28 , 864人です ( 2008年 1 月末 ) 。

八代海 ( 不知火海 ) 側には 、 南北に国道 3 号と J R 九州新幹線 、 第 3 セク タ ーによ る肥薩

おれん じ鉄道 、 東西には ( 宮崎方面に通ずる ) 国道268号が通っ ています 。

地質については 、 九州山系の西南延長部 と南九州の第三紀火山郡の複合地域に当た り 、 安

山岩を母者とする埴質土壌が多く なっ ていますり

森林面積は 簾 2 , 2 1 7haで市域の75%を占め 、 人工林の占める割合が高い ( 89 . 2% ) のが特

徴です。

漏出川 、 久木野川 、 宝川内川を集めて流れる水俣川が市内を東から西に流れ 、 その流域は

市域 と一致 し流量は約9 , 500万 ト ン / 日 、 アユ ･ 人工 ･ コ イ ･ ウ ナ幸 ･ エ ビ等の水棲動物 、

水辺にはカワセミ ･ セキ レイ ･ ヤマセミ等の鳥類が生息しています 。

河口 に広がる市街地は729haで市域の4 5%に しか過ぎませんが 、 人口の65%に当たる

18 , 700人が生活し 、 商店 、 事業所 、 工場の多 く が集中 しています。

農業用地も市域の6 2% と少なく 、 耕地面積1 , 0 1 ohaの中でかんきつ類 ･ 茶 ･ 水稲 ･ サラダ

たまねぎ等が生産されます 。

環境汚染から再生された八代海 ( 不知火海 ) では、 タチウオ ･ アジ ･ タコ ･ ボラ ･ コ ノ シロ ･

カタクチイ ワシなどが獲れます。

　 　　　　　　　　　　
水俣病は人の健康被害と環境破壊の大きさ において世界に類例を見ない と言われています 。

1 956年 5 月 l 日 の公式確認から 、 既に50年以上経過していますが 、 2008年 3 月 3 l 日現在

の認定患者は2 , 268人に上 り 、 これまで被害者はも と よ り地域全体が長い間苦 しんできま し

. た 。

被害者の救済については篭995年に 、 水俣病問題の解決を図るための最終解決策が閣議字解

され 、 その実施によ りそれまでの紛争状態はほぼ終結したとされま したが 、 2004年の水俣病

関西訴訟の最高裁判決で 、 水俣病の発生と拡大を防止できなかっ たこ と について 、 国 ･ 熊本

県の責任が認められま した 。 こ の判決は 、 公害健康被害補償法上の認定基準よ り 幅広い救済

を認めたため 、 現在認定申請者は5 , 000人を超える状況になっ ています 。 …方で 、 判決後に

任期切れとなっ た認定審査会再開の目処が立たない と いう こ と で 、 司法による救済を求めて

裁判を提訴 している人が1 , l 00人を超えています 。 これらのこ と は 、 被害者の救済問題がいま

だ解決されていないこ と を示 し 、 今なお 、 被害者の立場に立っ た救済 、 福祉を含めた地域の

再生に取 り組む必要がある こ とを意味します 。

これから も水俣病の教訓を胸に 、 多 く の生命の基盤となる様々な自然環境の保全 ･ 再生 ･

回復に努め 、 環境に負荷をかけない暮ら しづ く り や環境配慮型の産業への転換を進める こ と

と します 。
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鷲 地嫌飜轢◎蠣蹴鬮薹
2008年から国連気候変動枠組条約 ･ 京都議定書による第 T 約束期間が始ま り ま した 。 京都

議定書は 、 先進各国が2008~ 1 2年までに削減する温室効果ガス排出量の数値目標を定めた

もので 、 わが国の目標は 、 対1990年比で 6 %減とな っ ていますが 、 温室効果ガスの排出量は

増大し続けています 。

1 950年代後半以降の高度経済成長期に水俣病を含む産業公害が大きな社会問題とな り ま し

たが 、 これら はある地域において発生 した もので 、 時間を要 したもののその原因を特定 し 、

被害者と加害者の区分は明らかにされま した 。

しか し 、 全世界的に展開される大量生産 ･ 大量消費 、 効率 ･ 利便性追求型の経済活動やラ

イ フ スタイ ルによ っ て引 き起こ された地球温暖化等の地球規模による環境問題は 、 エ リ アが

限定されず、 誰もが被害者であ り加害者である と いえます。

過去1 00年 ( 1 906~2005年 ) に地球の平均気温は0 74qC 、 20世紀中の海面水位はワcm

上昇 し ま した 。 天気中のC02濃度は 、 産業革命以前の 1 750年には約280ppmだ っ たのが 、

2005年には379ppmに上 り ま したが 、 主な原因は経済活動に伴う化石燃料の消費による もの

だ と いわれています ( 気候変動に関する政府間パネル ( I P C C ) 第 4 次評価報告書第 1 作

業部会報告書 , 2007年 ) 。
9 ) -

さ ら に 、 B R I C s等の成長によ っ て環境負荷の増大が想定されます 。 世界自然保護基金の

2000年の報告書による と 、 ｢人類全てが欧米人や日本人のよう に自然資源を浪費し 、 C02を

大量に排出する生活をする と 、 地球がもう 2 個必要になる ｣ と述べられています 。

こ のよ う な状況の下 、 本年 1 月 、 政府 ( 内閣官房地域活性化統合事務局 ) は 、 世界の先例

となる ｢侭炭素社会｣ への転換を進め 、 国際社会を先導する こ と を目指 して 、 温室効果ガス

の大幅削減など高い数値目標を掲げて先駆的取 り 組みにチ ャ レンジする都市1 0箇所を選定 し 、

環境モデル都市とする寮を示 しま した 。

これらのこ と も踏まえて 、 水俣においては既に環境面での国際貢献を掲げて様々な取 り組

みを行っ てきま したが 、 今後さら に 、 地域の持っ て いる 固有の条件や課題を前提と して 、 地

球温醸化対策を強く 意識し 、 具体的実践に取 り組んでいく こ と と します 。
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水俣市 、 水俣で暮らす一人ひと り は 、 それぞれが地球を構成する一員です 。

また 、 水俣病の経験を持つ地域である ため 、 環境の大切さを最も深 く 考えている地域であ

り 、 そう あらねばな り ません 。

特に 、 水俣病の原因 と な っ た ｢水｣ 、 ｢食べ物｣ 、 ｢ ごみ｣ に こだわ り 、 日 常生活の中で

それぞれが環境に配慮した暮ら しを築いてい く こ と と します 。 そう した中 、 さ ら に環境に対

する意識を高めてい く こ と によ り 、 身の回 り の環境から低炭素社会の構築など 、 地球規模の

環境にも想いを馳せる こ とも必要です 。 ･

人類への警鐘と もいえる水俣病によ っ て 、 環境破壊 、 生命 ･ 健康被害を受けた水俣にあ っ

て は 、 その教訓を重く 受け止め環境に対する高い意識を持ち続け 、 環境の保全 と再生に取 り

組みながら 、 そ こで得たこ とを国際社会に伝え 、 共有する こ と と します 。

水俣における環境まちづ く り の個々 の取組みは微小ですが 、 それら を継続 し積み重ねてい

く こ と は 、 地球規模での環境問題の解決のいずれかの部分に貢献できる と思われます 。

このよ う な考えを持ち 、 以下に示すよ う な流れで ｢水俣でできる こ と ｣ に取 り組み 、 地球

の一員 と しての役割を果た していきます 。

水俣病の経験 唾

環境の大切さ

↓

水俣病の原因である水 ･ 食べ物 ･ ごみへのこだわ り

それぞれが 、 暮ら しの中で 、 できる こ と に取 り組む

環境意識の向上

身の回 り の環境 ･ 地域の環境保全

水俣市の環境保全

l
↓

●
"
↓

熊本県 ･ 日本の環境への想い

地球規模での環境保全
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第 2 章の r環境まち づ く り 行動計画｣ では 、 市民や市職員による検討結果の内容を反映 し

たう えで 、 水俣に と っ て現時点で求められている 、 ある いは と り かかる こ とが可能な環境ま

ちづく り 行動の方向性を明らかに していきます 。

その中で 、 大きなテーマ と して 、 温室効果ガスの排出量の大幅削減によ る ｢低炭素社会構

築への寄与｣ を掲げる こ と と し 、 本章を第 2 次環境基本計画における リ ーデ ィ ングヲ□ジエ

ク ト ( 重要施策 ) と して位置づけ 、 目 的 、 数値目標 、 内容 、 手法 、 取組み主体をよ り 具体的

に記し 、 実効性を確保してし 、 きます 。

市民 、 事業所 、 行政 ( 市職員 ) 、 その他関係機関が中緒になつ て 、 各々 の考え と立場を尊

重しながら 、 本市の環境まちづ く り の目指すべき方向性を共有しながら 、 各々 ができる こ と

に取 り組んでい く こ と と します 。

活動内容や進捗状況を明らかに し 、 広 く 公表する こ と に よ っ て 、 多 く の市民がこの計画に

･基づ く ｢環境まちづ く り ｣ に参加できる よ う に していきます 。

地球温暖化に伴う氷河の後退の様子

た ち なにすぎ言たら三穿ち;ギ*彰

↑996年の スバールパル諸島の二一オールスン (北緯79度 )
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｢環境まち づ く り 行動計画J に盛 り 込む リ ーデ ィ ングプロジ ェ ク ト ( 重要施策 ) は 、 以下

の博項目 と し 、 その具体策を明らかにする こ とで 、 計画策定年度から実践可能と思われる も

のについては順次着手していく こ と と します 。

1 . ごみをなく すこ とへのチ ャ レンジ

2 , 地域全体丸ごと I S 0

3 . 人も自然も元気なまちづく り

4 . 水 と緑にこだわっ たまちづく り

5 . エコ路人の住むまちづく り

6 . 環境にこだわる コ ミ ュニテ ィ の支援

7 . 環境に配慮した産業振興

8 . 地域資源を活かした新エネル主一 ･ バイ オマス

9 . 健康から環境を考える視点の提案

l o . 地域のヒ ト ･ モ ノ ･ コ ト を活か した環境まちづく り学習

2005年の同一箇所

出所 : 全国地球温暖化防止活動推進セン タ ー ウ ェ ブサイ ト ( http : "ツwww . Jcca org / )

( 写真 " 広島大学生物圏科学研究科 中坪孝之 )
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籠 。 ごみ舵轢く 漸こ と《⑭チャ レンジ

皿目的 ( 何のために ? )

水俣では 1 993年から 、 他 自 治体に先駆けて 、 ごみの分別収集を行 っ て き ま した 。 現在 、
l o)

22種類に分別 し 、 収集はステーシ ョ ン方式で行っ ています 。 しか しながら 、 分別する だけで

は 、 ごみの総量がなかなか減らない と いう実情があ り ます 。

資源化 して ごみを成らず取 り組み以外にも 、 購入 物露鰯覆
した物を捨てずに使い続けた り 、 ごみになる ものを 露鬘“
家庭に持ち込まないよ う に します 。

そ して 、 出てきて しま っ たごみを r燃や し｣ た り

｢埋め立てる ｣ こ と なく 、 そもそもごみを発生させ

ない仕組みを 、 市民 ･ 事業者 確守政の 3 者で協力 し 『

て 、 つ く っ てい く必襄があ り ます。

鬮具体的施策 ( 同を 、 どのよ う に 、 だれが、 いつ 、 どこで ? )

施 策 名 内 容

資源ごみの分別 水俣で生活する全ての市民が自 ら の手を汚 して行う高度分別の推進と

課題の洗い出 し

新たな分別項目の検討 レア メ タル" ) 廉費油など 、 新たな品目の リ サイ クルの可能性を調査 し 、
分別項目の検討を行う 。 その後 、 実施可能であれば 、 分別を開始する 。

使える ものを大切に使う ごみの排出量自体を減らすために 、 使える物があれば必要とする人が

譲 り 受け 、 大切に使う仕組みづく り を行い 、 情報交換の場を設ける 。

ごみ測量女性連絡会議の実

践

家庭に不要なものを持ち込まない 、 ごみを出さない取組みの一環と し

て レジ袋の削減を推進する 、 環境を考えて行動する消費者の育成を図

る 。

ごみ分別から人を育てる 市中心部のい く つかの中学校が 、 校区内の分別ステーシ ョ ンで資源ご

みの分別を手伝っ ているが 、 こ こを環境、 福祉 、 地域社会等を学ぶ場

と して活用する 。

分別活動 とエコタ ウンの産

業活動を結ぶ

自分たち が丁寧に分別 したごみが地域内で資源 と して生まれ変わ り 、

その結果利益が生まれ 、 地域の活性化につながる仕組みをつ く る 。
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圓関連するデータ等

ごみの轢癰量とリサイクル菱摯
12,000 3 45 .0穹も

　 　 　 　 　　　　

　 　　　

ミ
　 　 　 　　

生" 日16← 日17 ‐ 日18 . 日19‐

鰤鬮搬出愛 し“′ リサイクル率

, こ t 朧 鬮 廳 ■J

- - し

′ シ ーレ ーl ′ キ ー ′ レ レ- - - ノ ー▲ ′ - - し′

テ ー
' 一 一 J

ずろざ マ レ

レー ′ -- -- ′ 榊 嚢一 躍 鬮
Jノ ー｢ - tt 一 t 鬮 鬮 鬮

8』□□

繃

　 　　
畳 “…

る禰

H4 H.5 H6 . Hブ . HB . H9 . 日 蕁0 . H1 1 . 日 1Z . 日13. 日蕊4 . 日生" 日16← 日17 . H18 . H19.

主 体
時 期

場 所 等
2007年度 08~ 14年度 l 5~ 1 9年度

市民十行政 田又集 )
◎

( 1 993年 )

E 市内約 3 0 0 箇所

E .
行政 ( 提起 ) +市民 ( 検討 、 そ

の後は実施主体 )
○

検討 、 実施

瞬 各地区 ( 説明会の実施 、 市

民の合意形成 )淺

行政十市民 (荊活用 )
○

( 2007年 )

皀 、 市役所内 (他の設置場所 、 内

容充実 、 運営主体の移管の

検討 )

皀

市民 ･ 小売店十行政 ( コ ーディ

ネー ト )
◎

( l 998年 )

皀 市 内 小売店舗 ( 商店 と 連携 し 、

本格的にレジ袋の削減活動を展

開 ) 、 消費者育成講座の実施

手

市民 ( 子ども ･ 地域住民 )

, 十行政 ( 支援 )

◎

( 2003年 )

一部実施

諺

地域及び学校の実情に配慮

して可能な限 り市内全域
E

住民 ･ 事業者十行政 ( コ ーディ

ネー ト )
0 璽“蓼必修髪搦 市内各地 ( 随時 、 出前講座

等を実施 し 、 情報公開を行

う 。 )
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2 。 鱸鰔釜鰹丸こと ③$◎

圓目的 ( 同鱗魔ゆに ? )

水俣市役所は博99年2月 23 日 、 全国の自治体で

は 6 番目 に r ISO 1 400 1 ｣ の認証を取得しま した 。

lSO 1 400 篝 と いう 国際規格による認証取得によ

り ｢環境施策に先駆的に取 り 組むまち ｣ と し て イ

メ ージが向上 し 、 庁内においてはISOに対する認識

が高ま り ま した 。

その後水俣市役所の認証取得をき っ かけに 、 家

庭版 、 学校版 、 保育園 ･ 幼稚園版 と い っ た水俣市

独自の環境ISOも誕生しま した 。

これらオ リ ジナルのISOを 、 今後さら に維持 ･ 発

展させながら 、 住民 、 事業所 、 行政が一体とな っ

て ｢ lso =環境にいい暮ら しづく り ｣ と いう趣旨の

もと 、 ｢地域全体丸ごと ISO｣ に取 り組んでいきま

す 。

鬮具体的施策 ( 同を 、 どのように 、 だれが、 いつ 、 と こで ? )

施 策 名 内 容

学校版環境IS0 , 市内金小 ･ 中学校が認定を受けて取 り 組んでいる学校版環境ISOを

継続 、 発展させる と と もに 、 新たに高校版環境lSOを創設する 。

保育園 ･ 幼稚園版ISO 就学前の幼児に ISOに取 り 組んでも ら い 、 環境に対する 関心を育む 。

旅館 ･ ホテル版lso 旅館 9 訴テル内での取 り組みはもち ろんの こ と 、 宿瀘薔にも環境へ

の取 り組みに協力 しても ら い 、 環境まちづ く り を推進してい く 。

家庭版ISO 各家庭で取 り 組む環境配慮の暮ら しを推進する たぬ rエ コ路火3
制度を確立 し 、 ｢環境に気を配 っ て生活する ｣ 人 ( 家庭 ) を増加さ

せる 。

市役所版環境l$◎ 省エネ ･ 省資源に止まら ず 、 種々 の環境施策を積極的幅襄施 し 、 内

部監査と市民監査の充実によ り執務環境の改善を図る 。

畜産版ISO 生産活動が環境に影響を及ぼすこ とが想定される畜産農家を対象 と した

ISO制度。 安心 ･ 安全なものづ く り を支援する狙いもある ( 他の 1 次産業

で ｢環境マイ スタ弓 と しての活動もある ) 。

事業所版ISO 新規に ISO 篭 400 1 を取得 し よ う とする事業所に対し 、 先行 して取 り組む

市役所が, ド雅馴 スをすうな と して支援する 。 小規模事業所 【に関 しては
｢エコシ ヨ ツ ブ認定制度｣ の活用を推奨する 。
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鬮関連謝るデー彬等

1 9 9 9 ( 平成竹 ) 年 水俣市役所ISO 1 400 奮認証取得

我が家のIS0 ( 家庭版ISO ) 開始

2000 ( 平成 l 2 ) 年 学校版環境ISO開始

2 00 1 ( 平成 13 ) 年 保育園 ･ 幼稚園版環境ISO開始

旅館 ･ ホテル版環境ISO開始

2002 ( 平成 14 ) 年 畜産版環境ISO開始

2003 ( 平成1 5 ) 年 水俣市役所ISO 1 400 1 自 己宣言 ( 市民監査委員会設置 )

主 体
時 期

場 所 等
2007年度 08~ 14年度 15~ 1 9年度

各学校十行政 (認定 ･ 支援) ◎ ( 小 ･ 中

学校 : 2000

年 )

○

( 高校 )

箆

市内金小 ･ 中学校 、 高校

保育園 ･ 幼稚園十行政 (認定 ･

支援 )

◎

( 200 l年 )

5 園実施

情に配慮

推進

市内保育園 ･ 幼稚園

各園の実

しながら

旅館 ･ ホテル十行政 (認定 ･ 支

援 )

◎

( 200 ↑年 )

會 0施設実施

の環境配慮

市内旅館 ･ ホテル

(主要な箇所は既に実施 )
滞在者等

の推進

市民 ( 各家庭 ) + 行政 (制度見

直し ･ 普及促進 )

△

( 1 999年 )
○

(制度見直 し )

ヒ多
市内全域 ( 制度疲労のため

見直 し要 、 2 0 0 7年 に ｢ エ

コ路人｣ 制度を試行 )

- 行政 十市民 ( 市民監査 ) ◎ ( 1 999年

創設 、 2003

年自 己宣言 )

艦

市役所 ( 随時 、 内容充実 )

事業者 ( 畜産農家 ) +行政 (認

定 ･ 支援 )

◎

( 2002年 )

3 農家実施

巳

市内畜産農家 ( 環境マ イ ス

タ ー制度との関連あ り )

事業所十行政 ( 支援 ) ○

(主 と して

広報 、 啓発 )

皀

市内全域 ( 必要に応 じて随

時 、 エ コ シ ヨ ツ ブ制度 と の

関連あ り )

- 2 1 -



8 “ 《も鬮然も売気鬱讓鰤つく 硼

鬮目的 ( 何のために ? )

私たち が環境に配慮 した暮ら しを送る こ とで 、 水俣の自然環境を元気にする こ とができま

す 。 一人ひ と り の環境保全の取 り 組み 、 地区単位での実践の積み重ねによ っ て 、 身の回 り の

自然環境がいきいき と して く る はずです 。

自 ら が守 り 、 保全する こ と によ っ て 、 存在が可能 と なる 活力ある 自然環境を地域の資源 と

して捉え 、 それをまち づ く り に活用 してい く こ と で 、 そ こ で生活する人も元気にな り ま期 。

また 、 私たちの活動の車で排出されるC02な どの温室効果ガスを森林整備や自然エネル睾
1 5 )

一 の利用によ っ て相殺する ｢カ ーボン ･ オフセ ッ ト ｣ にも結びつきます 。

さ ら に 、 こ う した活動は住民や地域全体のつなが り を深め 、 豊かなコ ミ ュ ニテ ィ を形成 し

てい く こ と にな り ます 。

鬮具体的施策 ( 同を 、 どのよう に 、 だれが , いつ , とこで ? )

施 策 名 内 容

地区環境協定 自 ら が住む地区 ( 集落 ) 単位の環境保全のために 、 住民間で最低限

の生活ルールをつ く り 、 それを守 り ながら生活する 。

村丸ご と生活博物館 案件を満た した地区を 、 市が生活博物館に指定 し 、 研修を受ける等

一定の条件を満たす住民 ( 生活学芸員 ) がタト部から の訪問者に地区

のこ とを説明する 。

ビオ ト ーブ創造事業 生活環境を保全 しながら 、 自然 と人間が共生する貴重な空間 と して

の ｢野生生物の生息空間= ビオ ト ーラ｣ を整備する 。

里山保全と活用 市域の75%を 占める森林のう ち 、 特に集落近く にある地区住民の生

活に密接に結びついた里山を資源 と みな して 、 木炭作 り 等に よ り 刺

活用を図る 。

自然共生型の福祉 自然環境の保全と その活用に起因する 、 例えば地元産の農産物を用

いた加工品開発な ど r小さな産業｣ づ く り によ る住民の生き甲斐づ

く り ･ 社会参加を推進する 。
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鬮関連するデータ篭

事 業 名 実施箇所 ( 事業開始年 )

地区環境協定 蒲原地区 ･ 石坂川地区 ･ 久木野地区 ･ 古里地区 ･ 大川地区 ･

越小場地区 ( 1 999年 ) 、 頭石地区 ( 2002年 ) 、

長崎地区 ( 2006年 )

村丸ご と生活博物館 頭石地区 ( 2002年 ) 、 久木野地区 ( 2004年 ) 、

大川地区 ･ 越小場地区 ( 2006年 )

ヒオ ト ーブ 石飛地区 ･ 無由湿原 ( 1 999年 ) 、 恋路島 ( 2002年 ) 、

丸島遊水池 ( 2004年 )

里山の刺活用関係 愛林館 ( 久木野地区 ) による照葉樹林保全活動 ( 1 998年~ ) 、

寄ろ会みなまたによる竹炭づく り ( 僅 999年 ) 、

石坂川地区の炭窯整備と木炭 ･ 竹炭づ く り ( 盆000年 )

諺.キーなら

せこそ
　 　　　

- 2 3 -

主 体
時 期

場 所 等
2007年度 08~ 14年度 1 5~ l 9年度

市民 ( 集落単位 ) +行政 ( 支援 ) ◎ ( 笹 999年

~ 、 8地区 )

十 2~3地区

2007年度比

十4~5地区

市内各地区 ( 現在山間地の

みである ため 、 他のエ リ ア

への展開を検討する 。 )

市民 ( 集落単位 ) +行政 ( 指定

･ 支援 )

◎ ( 2002年

~ 、 4地区 )

+ 2~3地区

200 17年度比

+4~5地区

市内各地区 ( 現在山間地の

みである ため 、 他のエ リ ア

への展開を検討する 。 )

市民 ( 集落単位等 ) +行政 ( 指

定 ･ 支援 )

◎ ( 1 998年

~ 、 4地区 )

十 ↑~2地区

200 17年度比

+3~4地区

市内各地区 ( 対象 に学校敷

地等を含め 、 環境教育 と の

関連付けも検討する 。 )

ん 市民 ( 集落 、 各種団体等 )

十行政 ( 支援 )

○

活動開始 竹や木質バイ

オマズ6あ活用

市内山間地区 ( 地区住民や寄

る会などの地域づ く り活動の

一環と しても検討する 。 )

市民 ( 集落 、 各種団体等 )

十行政 ( 支援 )

○

( 2005年頃 )

○ 搦"鬘鬘翳

実践活動の

整理 ･ 発信

活動の展開

村丸ご と生活博物館等 ( これ

までの効果を検証し 、 福祉活

動 と しても捉えていく 。 )



　 　 　　　　　　　　 　　　　　 　

圏目的 ( 何のために ? )

水俣の豊かな自然環境は 、 水 と緑が基本 と な り 、 自 然の大きな循環システムの中で生き物

を育み 、 農作物を育て 、 おい しい水 、 きれいな空気を供給し 、 その美 しい景観は私たち に安

ら 音と潤いを与えます 。

私たち は 、 こ の環境資源を良い状態で次の世代に引 き継いでい く 義務を負 っ ている と 同時

に 、 水 と緑を賢 く 利用 しながら 温室効果ガスを少 しでも減ら せる よ う 、 今す ぐできる様々 な

方法を実践して行く 必要があ り ます 。

また 、 私たち の心を豊かに して く れる美 しい公共空間づ く り のため 、 住民協働で緑化等を

進めます 。

ぞ勢多多彩多彩ゑ傷ん三多彩夕霧義三覆鬘を多勢騨
" ジ ン /孝三そこぞぞZ奮燿 一物謬勿物i　　　　　　 　 　　　 　　　　 　 　　 　　　 　 　 　　　 　 　 　 　

こ れち こ れよそ“なそ‐それ多彩勢多彰一三等圭三キキ

( 冷水水源 )

圓具体的施策 ( 同を 、 どのように 、 だれが、 いつ 、 とこで ? )

施 策 名 内 容

水源保全の森づく り きれいな水を育む水源地帯を守る ために 、 下刈 り 、 間伐 、 植栽等に

よ り 、 森林の保全 、 手入れを進め 、 植生にも配慮 した環境保全型林

業を促進する 。

廃食用油の リ サイ クル 生活排水によ る 河川の水質悪化を防ぎ 、 氷環境を守る ための取 り 組

みの 彎 つ と して 、 廉食用油の Iノ サイ クルシステムを検討する 。

雨水 ･ 中永の利用 わざわざ上水を利用する までもな く 、 自然や生活の車で生 じ る雨水

･ 重水を有効に活用する設備の導入を進める 。

花絶縁を守 り増やす 黛園や遭諸 、 さ ら に隊ポケ ツ ト パー ク 、 街路糟醇等を緑あふれる憩

いの場所とするために 、 住民協働で整備に努める 。
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鬮関連謝るデー鬱等

･ 森林面積の推移

年 度 1998年度 2000年度 2005年度

森林面積 1 2 , 2 1 2 ha 1 2 , 1 7 7 ha 1 馬944ha
　 　 　

　 　 　 　 　　

･ 水源の森 : 1 9 9 6年~ ･ 2 1 ha 、 漁民の森 : 2003年~ ･ 6 ha 、 ( 2 008年 3 月 末現在)

主 体
時 期

場 所 等
2007年度 08~ 14年度 15~ ↑ 9年度

市民十行政 ( 協働 ) ◎水源の森 、

漁民の森 、

市民の森

訟 ノ

市内水源地域

市民団体 (実践) 、 行政 (仕組み

づ く り ) 十市民

○ 國 鬮 霊 囲 - - - 鰺宇 市内全域 ( 検討 し た結果を

踏まえ 、 段階的に着手 )

市民 、 行政 ( 公共施設への導入 、

啓発 )

○

公共施設 T

一般家庭

○

公共施設 1

一般家庭

一般家庭 、 公共施設

市民 、 市民団体、 十行政 ( 支援 ) ◎

緑化推進 ･

管理

影

湯の児海岸道路 、

中尾山コ スモス園 、

市内各公園 ･ 広場等
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圏目的 ( 何のために ? )

美 し く 豊かな自然を守 り 育むこ と で 、 豊かな環境を築き 、 健康で快適な暮ら しを営んでい

く には 、 日常生活の中で環境に配慮する必要があ り ます 。

しか し 、 ｢環境問題に取 り 組む｣ から と い っ て難 しい こ と に挑戦する のではな く 、 肩ひ じ

をはらすに 、 ます自分にできる こ と は何なのか考え 、 実践する こ と と します 。

こ の よ う な行動を実践できる人を 、 水俣では ｢エコ路人｣ と呼びます 。 r エ コ路人｣ の取

り 組みは 、 家族単位で実施していきます 。

、 瘢翻れ 麗搦翳彩鰯鰯鬘鬘鬘 海のク リ ‐ ンヲ ツ ブ作戦 )

圓具体的施策 ( 何を 、 とのよ う に 、 だれが , いつ , とこで ? )

施 策 名 内 容

エコ路人の育成 家庭版環境ISOの改良版である rエ コ路人｣ 制度を構築 し 、 各家庭で実

践する 。 登録 ･ 実行 ･ 記録 ･ 見直 しのサイ クルによ る環境に配慮 したラ

イ フ スタ イルの定着を全市的に展開する 。

エコ路人の紹介 r広報みなまた｣ で 月 1 回程度 、 環境に配慮 した暮ら しを実践する

市民を紹介 し 、 市民の環境意識の高揚を促進する 。

海 と川のク リ ーンア ッ プ

作戦

毎年 7 月 、 海の 目 に開催される ｢海のク リ ー ンア ッ プ作戦｣ の対象

を川まで広げ 、 幅広い層の参加によ り 、 地域全体の環境美化に努め

る 。

環境モニタ ー制度 各地区で環境モニタ ーを任命 し 、 地区内の環境の変化や環境行動な

どを報告 してもら う 。

太陽光発電システム設置

費補助制度

自 ら居住する住宅に太陽光発電システムを設置する と き 、 その経費

の一部を補助する制度の創設

低公害車購入に関する情

報発信

新たにハイ ブ リ ッ ド カ ーなどの低公害車を購入する際 、 支援制度等

に関する情報を提供する 。
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圏関連するデー勾等

【海のク リ ーンア ッ プ作戦参加者 】

年 度 参加者数 (人 )

2000年度 83 5

200 1 年度 8 1 4

2002年度 鵤。46

2003年度 豪雨災害によ り 中止

2004年度 653

200 5年度 700

200 6年度 5 6 6

2007年度 1 , 1 00

2000年度 圓鬮圓圓圓圓 圓参加者数(人)

200 1 年度 鬮圓圓鬮圓

2002年度

2003年度

2004年度 圓圓圓圓

2005年度 圓鬮圓鬮鬮鬮

2006年度 鬮圓圓圓圓

200 7年度

■

圓

圓

圓

■

11

圓圓鬮圓
0 500 1 000 輩 5 00

主 体
時 期

場 所 等
2007年度 08~ 1 4年度 博~1 9年度

市民 ( 各家庭 ) +行政 ( 認定 ･

支援 )
○

( 試行 )

○

( 本格的な

実施 )

E ′ 市内全域

市民 ( 実践 ) 十行政 ( 広報 ) o璽鬱
｢広報みなまた｣ の紙面上

市民十行政 ◎

( 2000年 )

海岸門箇所

皀

市内対象エ リ ア ( 海岸部か

ら河川域にも拡大 )

‘ 市民十行政 (認定 ･ 支援 ) ○
市内各地区

行政 ( 制度創設 鰹 助成 ) 十市民

○舌用 )
○

茸

市内全域 ( 希望者 )

行政 ( 情報収集 ･ 提供 ) +市民

○舌用 )
○

降

市内全域 ( 希望者 )
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鬮目的 ( 何のために ? )

水俣における住民自治 、 まち づ く り 活動は 、 基本的に行政区または小 ･ 中学校区が基礎単

位とな っ ています 。 こ う した地理的範囲の中で 、 自 治会 、 地域婦人会 、 老人ク ラ ブ 、 寄ろ会

みなまた と い っ た地縁的 ･ 年齢 ･ 目的 ･ 性別集団がそれぞれ活動を行っ ていますが 、 環境問

題や l′ サイ クル運動に関する取 り組みも少なく あ り ません 。

特に 、 自 治会は当該地区の住民の大部分が加入 し 、 自 ら の居住する生活環境を快適にする

ための取 り組み 、 環境まちづ く り の中核をなす資源ごみの高度分別を担っ ています 。

そ こ で生活する人たちが 、 帰属意識や役割意識を持 っ て 、 相互に支えあう行政区等の一定

地域 ( その地域内にある 団体 ･ 組織を含む ) を コ ミ ュニテ ィ と位置づけ 、 コ ミ ュニテ ィ 単位

による環境まちづ く り の促進を図 り ます 。

圏具体的施策 ( 同を 、 どのよ う に 、 だれが 、 いつ 、 とこで ? )

施 策 名 内 容

人とひと を結ぶ拠点 ( 結節点 ) 身近な地域の中 に 、 ま ち づ く り に関す る 情報交換 、 話 し合 いの場 、

ある いは 月留ま り 場｣ 的な拠点を設け 、 環境保全についてもそ こ で

検討する o

環境関係支援制度 地域住民 、 市民団体等が主体的に行う まち づ く り 活動 、 環境保全に

関する取 り 組みを支援する仕組みをつ く り 、 それら の実践を促進す

る 。

自治会活動 ( 環境関係 ) の

支援

コ ミ ュ ニテ ィ 活動の基本的単位の 1 つのあ り 方を 自治会と し 、 自 治

会単位で行う環境まち づ く り に関 して人的支援を含め様々 な方法で

支援する 。

県内 大学 と の 連携 に よ る

環境 ま ち づ く り に 関 す る

学びの場

水俣の環境施策の評価が高ま る につれ 、 様々 な分野で県内大学 と の

連携が増加 して いる が 、 その成果を市民が享受できる よ う な学びの

場を創設する 。

環境まちづく り のプランを

つ く り実践する住民自治

水俣における環境まち づ く り を推進する にあた り 、 その政策形成の

過程から市民参画の機会を確保 し 、 多様な主体による実践を展開す

る 。

- 2 8 -



圏関連するチータ等

事 業 名 実施箇所 ( 事業開始年 )

人 とひと を結ぶ

拠点 ( 主な施設の開

設年 )

はぜのき館 ( 1 993年 ) 、 愛杯館 ( 1 994年 ) 、

おれん じ館 ( 1 997年 ) 、 もやい館 G998年 ) 、

葛影館 ( 2003年 ) 、

その他 、 頭石コ ミ ュニテ ィ センター ( 200 1年 ) 、

たから館 ( 宝川内 、 2003年 ) 等

まちづく り支援制度 自ら考え自 ら行う地域づく り支援事業 ( 1 996年 )

いきいき水俣まちづく り 支援事業 ( 200 1年 )

地域の元気づ く り支援事業 ( 2003年 )

大学 との連携状況 熊本学園大学水俣学現地研究センター開設 ( 2005年 )

熊本県立大学との包括協定締結 ( 2007年 )

熊本大学との包括協定締結 ( 2007年 )

きるテーを

- 2 9 -

主 体
時 期

場 所 等
2007年度 08~ 14年度 1 5~ 1 9年度

行政 ( 設置 ･ 支援 ) +市民 ( 活

用 ) +事業者 ( 連携 ) ○ ( 既存施

設あ り )

現有施設の

機能拡充

中心市街地の活性化も視野

に入れ 、 空き店舗等の活用

を図る 。
○

十 篝~2箇所

行政 ( 財政支援等 ) +市民 ･ 団

体 6舌用 ) ○

( 1 996年~ )

鬱 -

市内全地区 ･ 全住民

○

新制度の

検討 、 創設

市民 ( 自治会単位 ) +行政 ( 情

報提供 、 人的支援 ) ○ ( 1 995年 、

総合計画

策定時 )

展開

市内全地区 ( 市職員が居住

地区 を中心に環境ま ち づ く

り の支援に努める 。 )

○

条例等で明

確化

市民 ･ 事業者十県内大学 (活用 )

ヰ行政 ( コ ーデ ィ ネー ト ) ◎ ( 2007年 、

熊本大学

環境塾 )

新たな支援

市内各地 ( 市民活動 、 ま ち

づ く り 活動 、 環境 ビジネ ス

に関する学びの場 )

○

事業の継続 ･

細かな対応

市民十行政 ( コ ーディ ネー ト ･

支援 ) ◎ ( 2007年 、
組織整備 、
プラン策
定 )

プランの

実現

市内全域 ( 2 0 07年 、 市民

の参画を保障する ｢環境首

都ま ち づ く り 委員会｣ 等を

設置 )

実践活動 、

中間見直 し



ア 。 鷹藁に璽醸し尭塵讓振興

圏圓的 ( 何の売ゆに ? )

水俣では 、 これまで水俣病を教訓 と した安心安全なものづ く り 、 産業創出を進めで きま し

た 。 具体的には 、 隆環境マ イ スタ ー制度｣ 、 環境にいい店づ く り = ｢エコ シ ヨ ツ ブ制度｣ に

よ る認定 ･ 支援 、 海の再生 と水産業の振興を 目指す F海藻の森づ く ヴー ｢水俣エコ 勾 ウ ン

ブラ ン ｣ に基づ く 環境産業の誘致などがあげられます 。

こ の よ う に 、 環境に対する取 り組みは 、 農 夢み 逐

林水産業 、 商工業な ど 、 幅広い分野に広がっ -

　　　　　　　　 　 　 　　　 　 　 　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　

しこ と 一三

( 環境マイ スタ … と子 どもの交流 )

鬮具体的施策 ( 何を 、 どのよ う に , だれか 、 いつ 、 とこで ? )

施 策 名 内 容

環境マイ スタ ーの推進 環境に配慮 したものづ く り の画か、 う 地域の再生を支えて いる職人を 、

環境マイ スタ ー と して市が認定 し支援する制度

エコシ ヨ ツ ブの推進 環境にいい行動 目標1 6項目 の う ち 4 項目以上を実践する 店舗を対象

に 、 ｢ ごみ減量女性連絡会議｣ が審査し 、 市長が認定する 。

安心安全な農林水産物づ く

り の推進

1 9)

市民農園や給食畑事業の展開 、 直売所 ･ 加工所等の体制強化を図 り 、

安心安全な食べ物やものづ く り に こだわる人々 の取 り 組みを支援する 。

エコ タ ウ ン等の環境配慮型

産業づく り の支援

環境配慮型の産業を考案 ･ 実施する事業者を支援 し 、 産業振興を図る 。

環境配慮型土木 ･ 建設事業

システムの確立 ･ 展開

水俣市公共事業等環境配慮指針 ( 1 999年策定 ) に基づ く 環境配慮型

土木 ･ 建設事業に関する技術の確立を図 り 、 推進する 。
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罨 。 地鰔資源を溝癒した新鉱ネル鑿一 ◎ バイ 肴マス

薑目的 ( 何のために ? )

石油な どの化石燃料に頼る現代の生活と産業構造は 、 私たち の暮ら しを著 し く 便利に して

きま した 。 一方で 、 大気汚染や温室効果ガスの排出によ っ て 、 地球温暖化に代表される よ う

な様々な環境問題を引き起こす原因 となっ ています 。

こ う した現代の社会のあ り 方を見つめ直 し 、 エネルギーの転換を図る こ と は 、 も はや世界

全体の緊急の課題となっています 。

水俣では 、 太陽光 、 水力 、 風力 と い っ た様々 な自然エネル主一 、 地域にある生物由来の有

機性資源であるバイ オマスエネルギーを利用 し 、 積極的に活用 してい く こ とで 、 循環型社会

の構築を目指します 。

( 太陽光発電システム )

圏具体的施策 ( 同を 、 どのよ うに 、 だれが、 いつ 、 どこで ? )

施 策 名 ･ 内 容

地元資源を活用 したバイ オ

マスエネル羊一の創出

地域の特産品である柑橘類の絞 り かす 、 竹な どの森林間伐材 、 家庭か

ら出る生ごみ等を原料と したバイ オエタ ノ ールに関する研究及び製品

化

資源ごみの分別による循環

型社会の構築

地域内における リ サイ クルの推進 、 循環型社会の構築に向けて 、 市民

による資源ごみの分別活動と環境関連事業との有機的連携を深める 。

新エネル睾一の積極的活用 太陽光や風力など自然でク リ ー ンな ｢新エネル羊一 J を活用 した暮ら

しへの転換を進め 、 地球温暖化の抑制を図る 。

エコハウス集落づ く り 環境負荷の少ない住宅 ｢エコハウス｣ の建設及び集落づ く り の推進
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鬮関連するデータ等

事 業 名 概 要

新エネルギーの活用 水俣市地域新エネル睾一 ビジ ョ ンの策定 ( 1 998年 )

バイ オマスエネルギー

の創出

生ごみの分別収集開始 ( 2002年 )

水俣市バイ オマスタ ウン構想の策定 ( 2006年 )

主 体
時 期

場 所
2007年度 08~ T4年度 禰5~ 1 9年度

行政 ( システム整備 ) +事業者

( 連携 ) 十市民 ○舌用 )

0 霞

( 研究 ･ 検討 )

髮 蓼多彩履物多彩“: ≧物蓼“鰯多“%珍物“ 謬

○

プラ ン ト

十 1~2箇所

彩幽 翳鬘ゑ鰺グ"

施設の拡充

市内全域

市民 ( ごみ分別 ) 十行政 ( コ ー

デ ィ ネー ト ･ 支援 ) +事業者

( 連携 )

○

( 研究 ･ 検討 )

市内全域
○

資源ごみのエ
ネルギー化 ･

実用化

行政 ( 設置 ･ 支援 ) 十市民 ( 活

用 ) +事業者 ( 連携 )

◎ 冗

( 公共施設への

設置 )

ヒ

市内全域 ( 行政に よ る 公共

施設への設置 、 普及促進 )○

十財政的支援

と普及

行政 ( 設置 ･ 支援 ) +市民 ( 活

用 ) +事業者 ( 連携 )

○

(設置 ･ 支援

検討 )

○

十財政的支援

と普及

皀

彦

市内各地
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● 。 鰹廉から騨藁を考える柳貞◎鑓嫌

ざこそ三叉
　 　　 　 　　　　　

　　　 　 　　　 　 　　 　 　 　　

圓目的 ( 何のために ? )

私たち が健康な暮ら しを営んでい く こ と と 自然環境が元気である こ と は 、 密接につなが っ

ています 。

一人ひ と り が季節や風土 、 地域の産物の こ と を知 り 、 健康な食生活な どにつ し 、て考える こ

とが 、 地域の元気な環境づく り 【 こつなが り ます 。

自 ら の健康と良好な環境との関係を築き 、 持続して

い く ために 、 ほんの少 しラ イ フ スタ イ ルを見直 し 、 大

地 ･ 水 ･ 空気 ･ 風景 と し 、 つ た環境の変化を肌で感じる 残 翔翔彩 -　 　 　 　

こ と のできる生活を送 り ます 。 鰯鰯~ 一 驚翳鬘鬘彩驚翳翳多物搦鬘燿鬚鱗駿

圓具体的施策 ( 何を 、 どのよ うに 、 だれが 、 いつ 、 と こで ? )

施 策 名 内 容

食育活動の惟進 学校 ･ 地域等が連携 し ｢食｣ と ｢環境｣ 、 ｢生命｣ のつなが り を感

じ る こ とのできる プロ グラムを構築 ･ 実施する 。

安心安全な農林水産物づ く り 生産者 と 消費者の君･れあい ･ 交流促進を図 り ながら 、 安心安全な農

林水産物づ く り を推進する 。

環境マイ スタ ー認定制度 環境マ イ スタ ー の認定に よ り 、 環境や健康に配慮 したものづ く り に

取 り 組む人を増やす 。

自転車のまちづ く り

(市民 ノ ーマイ カ ーデーの創設)

通勤等に自転車を利用する こ と で 、 健康増進と環境に負荷をかけない

ライ フ スタ イルを提案し 、 自転車のまちづく り を推進する 。

ノ ー残業デーの実施 定期的な実施で 、 勤労者の健康増進 と 、 家族や地域の人たち と の窓･

れあいを増やすと と もに 、 消費電力 、 C02の排出量を削減する 。

ブラ ッ ク イルミネーシ ョ ン

( キ ャ ン ドルナイ ト ) の実施

一定時間ラ イ ト ダウ ンする こ と で 、 自然の間 、 ろ う そ く の灯 り の車

でゆ っ く り と流れる 時間を体感 し 、 環境について考える機会を皆で

共有する 。
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鬮関連するデータ等

e 環境マイ スタ ー認定者 : 28人

･ 澪･る さ と食材給食デーの実施 ( 学校給食センター ) : 年 4 回実施

蕪貪食だよ り での農林水産物生産者の紹介 : 延べ電停

( 2006年度 )

-言宅彦写多多ど ノノ ‐ # ‐ ′ 参 - ｣

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　し ヌ “ ち ギ ノデメ ヱ ノン“ “ ｣ “を - -,
秀麗
　 　　　 　

　　　　

もげ穆参考露翔 襁篠驫 覆り “ ( ワカ メ の種付け体験 )

主 体
時 期

場 所 笹
2007年度 08~ 奮4年度 l 5~博年度

市民 ( ′｣ 、 ･ 中学校 、 生産者等 )

÷行政 ( 支援 )

◎ -

( 2003年 )

し J

多

′ ら しし J

勢

市内宝メj も 中学校 、 各地域し J

◎

のノ

市内各地

◎ "ン

( t 998年~ )

25人

′ -

35人

市内全域

30人

△

( 1 997年 )

○
疹

市内全域 0997年から取 り

組んで いる が 、 抜本的見直

しが必要 )

皀

△

( 市役所で

実施 )

○
麟

市内事業所
皀Z

△ ( 関係

機関による

実施を広報 )

○
皀

市内全域
彦
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環境まちづく り掌轡

圏目的 ( 何のために ? )

水俣病の学習をは じめ 、 ごみの リ サイ クルなど 、 これまで私たち は学校や日常生活の場で

様々 な実践を と おして環境のこ とを学んできま した 。

一方 、 1 992年に r環境モデル都市づく り ｣ を宣言して以来 、 水俣病の教訓をも と に進めて

きた地域再生や 、 環境をキー ワ ー ド とする まち づ く り につ いて 、 県内 はも と よ り 日 本国内 、

世界中から多 く の人たちが学びに来る ようにな り ま した 。

水俣には 、 よそにない特有の地域資源が数多 く あ り ます 。 それら を活用 し 、 従来のまち づ

く り 学習の中に 、 地域の課題解決の過程を含む 、 持続可能な地域社会づ く り の視点を取 り 込

み 、 総合的で質の高い ｢環境まちづく り学習｣ を構築していきます 。

さ ら に 、 水俣の ｢環境まちづ く り 学習｣ に参加 した人たち が環境に関心を持ち 、 主体的に

学び行動する こ と で 、 水俣のみならす世界中で持続可能な地域社会づ く り に貢献する こ と を

願っ て 、 環境学習都市づく り を進めます 。

鬮具体的施策 (同を 、 どのよう に 、 だれが、 いつ 、 とこで ? )

施 策 名 内 容

学校版環境 I S O の国際的

認証取得への挑戦

これまで 、 市独自の学校版環境 l s o に取 り 組んできた小 ･ 中学校が 、

国際的認証である rグ リ ー ン フ ラ ッ グ｣ の取得に挑戦する場合 、 それ

を支援する 。

高校版環境 I S O 市内全小 ･ 中学校で取 り組んでいる 、 市独自の学校版環境 l s o を高

校に広げ 、 小 ･ 中 ･ 高一貫の環境教育を実現する 。

環境活動 リ ーダーの養成 市民の誰もが参加できる環境学習プログラムを実施 し 、 各自治会に最

低 1 人の環境活動 リ ーダーを養成し 、 地区単位での活動を促進する 。

国際環境協力 J I C Aをは じめ と し新興国の研修等を積極的に受け入れ、 世界各地

で持続可能な地域社会づ く り を進める ために 、 本市の取 り組みを伝え

る 。

みなまた環境大学 全国から参加者を募集 し 、 水俣病の教訓 、 水俣の取 り組みから持続可

能な社会づく り を学び 、 生きる 力を身につけるためのセミナー等を実

施する 。

みなまた環境塾 大学や研究機関 、 企業等の専門家による講義を と お して 、 資源循環型

社会の構築に貢献できる環境のエキスパー ト を養成する 。

- 3 6 -
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圓関連するデータ等

･ 環境学習ができる施設の概要

No . 施設名 施設概要

4 水俣病資料館 水俣病の歴史 と現状について理解を深める と と もに 、 水俣病の教訓を後

世に残すための施設。 語 り部によ る生の声を聞 く こ とができる 。

2
国立水俣病情報センタ ー 水俣病や水銀に関する研究成果や世界の水銀汚染に関する知識を得られ

る展示室を持ち 、 毛髪水銀測定の受け付けも行っている 。

3
熊本県環境センタ ー 地球規模の環境をテーマごと に学ぶこ とができる施設。 団体学習ができ

る環境シアタ ーな どがあ り 、 様々 な環境学習が可能。

4
久木野窓･る さ とセンタ ー

愛林館

樹木の間伐や棚曲の水めぐ り な ど 、 山里の暮ら しを体験 しながら森林を

通した環境保全を学ぶこ とができる 。

5
グ リ ー ンスポーツみな

また

キャ ンプ場を完備し常緑広葉樹に覆われた施設は自然がい っ ぱいで 、 海

岸では磯遊びを楽 しみこ とができる 。

6
環境ク リ ー ンセンタ ー 水俣市が収集する資源ごみや燃やすごみの収集選別場所で 、 市民が分別

した ごみの行く方 と資源について考える こ とができる 。

7
水俣エコタ ウ ン ゼロエミ ッ シ ョ ンを目指 して リ サイ クルや リ ユースを進める企業が集ま

っ ている 。

主 体
時 期

場 所
2007年度 08~ 1 4年度 l 5~ 1 9年度

各学校十行政 ( 支援 ) ○

国際的認証

への挑戦

麟

彰

市内の取 り 組みを希望す る

小 ･ 中学校

各高校十行政 ( 認証 ･ 支援 ) ○

制度の創設 ･

認証

撚

水俣高校 ･ 水俣工業高校
彦

行政 ( 仕組みづ く り ･ 養成 ) +

市民 ( 自治会)

0仕組みづ

く り 、 リ ー

ダー養成

“" “““ “““珍

環境学習の

推進

市内全域 ( 各 自 治会 、 市職

員 は各自治会で活動を支援

する 。 )

行政十市民 ( 協働 ) +事業者

( 連携 )

◎

( 焦 999年 )

麟

市内全域
彦

行政十市民 ( 協働 ) 十 N P 0

(連携 )

◎

1 回 目 を裏

施

疹

彦

市内全域 ( 屋根のないキ ャ

ンパス 、 市内全域が学びの

場 )

大学十行政 ( 連携 ) 十市民

( 受講 )

◎ 鬘

第 1 期生

受講開始

"=““多彩塾多彩多戈移%“%名物参 水俣環境テク ノ センタ ー

( 熊本大学 )
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